
平成 年 月 日 火曜日

山

山 口 県

山

報

○
訓山 毎

（号 外 ）

平
成
二
十
年
四
月
一
日

口
県
事
務
決
裁
規
程
の
一
部
を
改

口
県
訓
令
第
六
号

目

次

令口
県
事
務
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正

訓

週
火
・
金
曜
日
発
行

山
口
県
知 山各山山山山

正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定 庁各会山各

す
る
訓
令
（
人
事
課
）
…
…
…
…
…
…

令

事

二

井

関

成

口

県

警

察

本

部

警

察

署

口
県
議
会
事
務
局

口
県
監
査
委
員
事
務
局

口
県
人
事
委
員
会
事
務
局

口
県
労
働
委
員
会
事
務
局

め
る
。 中

一

般

出

先

機

関

計

管

理

局

口

県

教

育

庁

教

育

機

関

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一

平 成 年
月 日

（火曜日）

項
１

第

」
を
「第

項
１

第
条

ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、

ま
で
と
し
、
同
項
の

中
「

別
表
第
二
中

の
項
を
削
り

り
上
げ
、
同
表
の

の
項
の

し
、
同
表
の
備
考
３
中
「

、
で

和
昭

、
項
の

び
及
項
の

の

ら
か
項

の
で
ま
項
の

」
に

別
表
第
三
の
１
の
表
職
員
厚

事
文
書
課
の
部
中

の
項
を

７
の
項
の

中
「第

第
８

の
条

）
項
１

第
条

別
表
第
一
の
２
の
表
の
備
考

掲
に
欄
廨
は
又
関
機

先
出

す
属
が
長
廨

は
又
長

る
げ

関
機

先
出

る

別
表
第
一
の
２
の
表
の
備
考

別
表
第
一
の
２
の
表
中

先
出

う
に
改
め
る
。

落
を
者

札
入
の
格

価
低
最

承
の
と
こ
い

な
し
と
者

札

認

執
の
事

工
県

第
則
規
計

会

の
事
工
県

の
も
の
外

に
行

に
行
執

山
口
県
事
務
決
裁
規
程

山
口
県
事
務
決
裁
規
程
（
昭

る
。第

二
条
第
九
号
中
「
規
定
す

る
部
次
長
」
の
下
に
「
及
び
局

「

」
に
改
め
、
同
部
中
７
の
項
を
８

同
部
２
の
項
中

を
削
り
、

を

」
を
「

」
に
改
め
、
同
項
の

、

の
項
を

の
項
と
し
、

の

中
「

項
の

」
を
「

項
の

」
に

第
則

規
県

口
山

年
）

号

」

ら
か

項
で

ま
項
の

」
を
「

の

改
め
る
。

生
課
の
部
中
「

課
生

厚
員

職

」
を

の
項
と
し
、
９
の
項
を

の
項
と

項
１

」
を
「第

項
１

第
条

」

２
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

決
、
は
廨
は

又
関
機
先
出

す
示

を
廨

は
又

が
者

権
裁

。

に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

関
機

」
を

廨
は

又

」
に

の
も
る

係

○
以
の

も
る

係

○
○

の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

和
四
十
四
年
山
口
県
訓
令
第
四
号

る
部
長
」
の
下
に
「
及
び
局
長
」

次
長
」
を
加
え
る
。

「

関
機
先
出

一

の
項
と
し
、
３
の
項
か
ら
６
の

と
し
、

か
ら

ま
で
を

か

を
同
項
の

と
し
、
同
部
中
２

項
か
ら

の
項
ま
で
を
一
項
ず
つ

改
め
、
同
項
を
同
表
の

の
項

を
削
り
、
同
備
考
５
中
「

、
で

ま
項

ま
項

の

、
項

の
び
及

項
の

「

課
生

厚
与

給

」
に
改
め
、
同
表

し
、
８
の
項
を
９
の
項
と
し
、
同

に
改
め
、
同
項
の

中
「第

条

と
る
あ

で
長
廨
は
又
長
所

所
該
当
の
き

改
め
、
同
表
４
の
項
の

を
次
の

所
務

事
係
関
事

工 ）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

を
加
え
、
同
条
第
十
号
中
「
規
定

項らの 繰と学部 よ すす

訓

令
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別
の
項

令

村
町

の
律

」
５
の

山 口

財
政

る
。８

県 報

別

２
第

関
に

（号 外 ）

項
を２

表
第
三
の
３
の
表
国
体
準
備
室
の

を

の
項
と
し
、
同
部

の
項
中

」
を
「

村
町

市
在

所
等

産
資

有
国

関
に

金
付

納
び

及
金

付
交

法
る

す

に
改
め
、
同
部
中

の
項
を

の

項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

課
の
部
７
の
項
の

中
「第

条

の
政

財
の

体
団

共
公

方
地律

法
る
す

関
に

化
全

健
成

平
第

律
法
年

い
お

に
項
の

こ
下

以
。

号
て

行
施

の
）
。

う
い
と

」
法

務
事
る

す
関
に

と
載

記
を

項
化

全
健

第
法

し
載

記
を

不
金

資

第
法

）
条

９
下

以
。

号
に

督
監

の
散

解

こ
る

す
関

ら
か

表
第
三
の
１
の
表
管
財
課
の
部
３

律
法

る
す

」
を
「

項

所
等

産
資

有
国

」
に
改
め
、
同
項
の

中
「第

３
の
項
と
し
、
１
の
項
の
次
に
次

務
事

る
す

関
に

人
法

益
公

の
立

設
）
条

の
款

定

命
督

監

の
立

設

行
附

寄

部
を
削
り
、
同
表
市
町
課
の
部

「

村
町

市
在

所
等

産
資

有
国

の
法

金
付

交

付
交

」
に
改
め
、
同
項

令
行

施
律

」
を
「

所
等

産
資

有
国

項
と
し
、
６
の
項
か
ら
９
の
項

項
２

第

」
を
「第

条
」
に
改

定
算
の

そ
び

及
率

比
断

判
監

を
類

書
た

し
と

礎
基

の

条
３

付
に

査
審

の
員

委
査

び
及
率

比
足

。
）

項
１

第

た
な

と
礎

基
の

定
算

の
そ

査
審
の

員
委

査
監

を
類

書
す
付

に

規
る

す
関

。
）
項

１
第

条

則
和

昭
お

に
項

の
こ

規
県

口
山

年
て

い

可
許

う
い

と
」

則
規

第
則

規
）
項

２
第

条

外
以

項
事

る
げ

掲
に

で
ま。

と
益

公
の

の
項
の

中
「

町
市

在

在
所

等
産

資
有

国

法
金

付
交

村

」
に
、
「第

項
１

第
条

」
を
「第

条

」

の
よ
う
に
加
え
る
。

可
許

法
民

治
明

第
律

法
年

可
認
の

更
変

第
法

民

令

項
２

第
条

第
法
民

消
取
の

可
許

）
項

２
第

条

し
第

法
民

可
認

の
更
変

の
為

）
条

設
の

人
法
益

公

中

の
項
を

の
項
と
し
、

る
す
関

に
金

付
納

び
及
金

法

の

中
「

市
在

市
在
所

等
産

資
有

国

行
施

法
金

付
交

村
町

ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、

め
、
同
部
に
次
の
よ
う
に
加
え

項
事
る

○
こ
る
す
事
る
な

第
則

○
と
こ
る

○
に
人
法

○

第
）
。

付
納
び

及
金

付
交

村
町
市

金

項
２

第
条

」
を
「

条
９
第

に
改
め
、
別
表
第
三
の
２
の
表

及
立

○

○ ○
）

○
第
）

号

○
び

二
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ま
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部
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６別
項
ず

項
の

中
「

」
を
「

」
に
改

、

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る こ

る
す

関

表
第
三
の
５
の
表
医
務
保
険
課
の

項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
上
げ
、

ら

ま
で
と
し
、

を
削
り
、

「

取
聴

」
を
「

与
付

の
会

機

」
に

」
に
改
め
、
同
項
の

を
同
項
の

で
を
削
り
、

の
項
を
８
の
項
と

に
保

確
の

療
医

の
者

齢
高

律
法

る
す

関
和

昭
第

律
法

年
い

お
に

項
の

こ
下

以
。
号
て

行
施

の
）

。
う

い
と

」
法

務
事

る
す

関
に

）
項

医
県）

項
療

診）
項

療
診嘱

委
高
期

後

第
法

険

化
格
規

の
資

物
林

農

ら
か

化
正

適
の

示
表

質
品

び
及

律
法

る
す

関
に
和

昭
第

律
法

年
い

お
に

項
の

こ
下

以
。

号て

行
施

の
）

。
う

い
と

」
法

務
事

る
す

関
に

の
告

報。
と

に

表
第
三
の
５
の
表
医
務
保
険
課
の

の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

の
政

財
の

体
団

共
公

方
地律

法
る
す

関
に

化
全

健て
い

お
に

項
の

こ
下

以

行
施

の
）
。

う
い

と
」

法

務
事

る
す
関

に

町
市

。
と

こ
３

第
法

表
第
三
の
４
の
表
生
活
衛
生
課
の

つ
繰
り
下
げ
、
７
の
項
の
次
に
次

め
、
同
項
中

を

と
し
、

。

。
と部

中
３
の
項
を
削
り
、
４
の
項

同
部
８
の
項
中

を
削
り
、

を

と
し
、

か
ら

ま
で
を

改
め
、
同
項
の

を
同
項
の

と
し
、
同
部
中
８
の
項
を
７

し
、

の
項
を
９
の
項
と
し
、

定
策

の
画

計
化

正
適

費
療

見
意

る
係

に
酬

報

９
第

法

出
提

の
第

法

議
協

る
係

に
例

特
の

酬
報

第
法

査
審
酬

報
療

診
療

医
者

齢第
法

の
会

員
委
国

る
す

用
準

て
い

お
に

条
民

）
項
２

第
条

外
以

項
事

る
げ

掲
に

で
ま

検
入

立
び

及
収

徴

の
法

の

査
第
法

の
外

以
項

事
る

げ
掲

第
条

関
に

行
施

の
法

部
１
の
項
の

中
「第

条

」

総
の

率
比

断
判

化
全

健
の

そ
）

項
３

第
条

へ
臣

大
務

に
行

施
の
法

の
他

の

部
中

の
項
を

の
項
と
し
、

の
よ
う
に
加
え
る
。

か
ら

ま
で
を

か
ら

ま
で

を
３
の
項
と
し
、
５
の
項
か
ら

を

と
し
、

か
ら

ま
で
を

か
ら

ま
で
と
し
、
同
項
の

と
し
、
同
項
の

中
「

」
を

の
項
と
し
、
９
の
項
か
ら

の

の
項
を

の
項
と
し
、
同
部

第
条

○
１

第
条

○
１

第
条施

○
保

康
健

の
員

委

○
２ こ

る
す

○
）
項
２

○
に
行

○

を
「第
条

」
に
改
め
、
同

○
る
す
関
告

報
の８

の
項
か
ら

の
項
ま
で
を
一

の
修

研
育

教
再

師
護
看
准

令
命
の
旨
き
べ

実
第
法

の
条

別
表
第
三
の
５
の
表
医
務
保

項
の
二

表
の
４
の

一
第

」
を
「別

と
し
、
同
部
の
次
に
次
の
よ
う

２
る

け
受
を

れ
こ

び
及

施
○

）
項
２
第

険
課
の
部

の
項
を
同
部

の
項

項
の

二
表

の
５

の
一

第
表

」
に

に
加
え
る
。

三

と
し
、
同
部

の
項
の

中
「

表
別

改
め
、
同
部

の
項
を
同
部

の
項
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地

と
し
、
同
部
７
の
項
の

中
「

同
項
の

中
「第

５
の

９
の

条

す
関
に

学
大

科
医

治
自

７
務

事
る

歯
び
及

師
医

県
口

山
８

自

規
付

貸
金

資
学

修
師

医
科
則

和
昭第

則
規

県
口
山

年

い
お
に

項
の

こ
下
以

。
号
て

施
の
）

。
う

い
と

」
則

規

務
事
る

す
関

に
行

）
項
修

表
第
三
の
５
の
表
健
康
増
進
課
の第

る
め
定

を
等

院
病

急
救

５
令

省
和

昭
以
。

号
８

第
令

省
生

厚
年

て
い
お

に
項

の
こ

下施
の
）

。
う

い
と

」
令

省

務
事
る

す
関

に
行

存
保

剖
解

体
死

６

１
第
救

法
和

昭
第

律
法

年

い
お

に
項

の
こ

下
以

。
号
て

行
施
の

）
。

う
い
と

」
法

務
事

る
す
関

に

存
保
死

て
い

お
に

項

。
と

行
施
の

）
。

う
い

と
」
法

条
４

務
事

る
す

関
にに
画

計
療

医
健

保
４

し
地

務
事

る
す

関

、
項 項
医病

法
師

医
１

示
公

和
昭

第
律

法
年

い
お

に
項

の
こ

下
以

。
号

て

行
施

の
）

。
う

い
と

」
法

務
事

る
す

関
に

法
師
医

科
歯

２

７
第
医

和
昭

第
律

法
年

い
お

に
項

の
こ

下
以

。
号
て

行
施

の
）

。
う

い
と

」
法

務
事

る
す

関
に

歯

法
療

医
３

法

の
こ
下

以
地

」
を

項
２

第

」
を
「第

２
第

４
の

条

た
し
業

卒
を

学
大

科
医

治

付
貸
の

金
資

学

勤
の

師
医し
消

取
の

け
施
の

則
規

の
他

の
そ

則
規
こ
る

す
関

に
行

部
中
４
の
項
を
削
り
、
５
の
項

第
項

４
第

４
の

９
の

条

所
療
診

急
救

は
又

院
病

急
定

認
の

の
定

認
格

資
剖

解
体

）
項

令
行

施
法

出
申

の
し

消
取

和
昭

第
令

政
年の
外

以
項

事
る

げ
掲

に

号

医
域

）
項

１
第

行
施

の
法

使
の
称

名
の

院
病

援
支

療
の

用
第
法

策
の
画

計
療

）
項
３

第
条

更
変

び
及

定
て

い
お

に
法

療
医第
）
。

う
い

と
」

法
第

に
等

設
開

の
院

）
６

の
条

告
勧

る
す

関

設
開

の
関

機
療

医
的

第
法

る
す

対
に

等
者

第
法

等
し

消
取

の
許

免
師

）
条 項
５

第
条

の
見

意
る

係
に

第
、

消
取

の
許

免
師

医
科

）
項

第
条
７

第
意

る
係

に
等

し
第

、
項

５

の
院

病
援

支
療

医
域

）
項

の
用

使
の
称

名

「

」
に
改

項

」
に
改
め
、
同
項
の

中
第
条
８
第

○
定
指
の
先

務

○
。
と

１

を
４
の
項
と
し
、
６
の
項
を
５

項
４

第
３

の
条

○
条
１
第
令

省

○
）
条
２

第
）

剖
解
体
死

取
の
認
承

○
こ

る
す

関
に

○
消

○
１

第
４

の
条

の
こ
下
以

の
条 取
聴

○
指
は
又
令

命

○
）

等

認
承

○
等
取
聴
の

見

○
法

○
第
法

か
ら

の
項
ま
で
を
一
項
ず
つ

院
病
科

」
に
改
め
、
同
部

の

「第
項
８
第

９
の
条

」
を
「第

繰
り
上
げ
、
同
部

の
項
の

中

項
を
同
部

の
項
と
し
、
同
部

項
８
第

条

」
に
改
め
、
同
部

「

」
を
「

の
項
の

中
「

費
療

医
援

支
立

自

中
７
の
項
を
６
の
項
と
し
、
８
の神

精
立

県
院

病
神
精

立
県

四

」 項



平成

」
め
、

第
条

年 月 日 火曜日

に
改

め
、

こ
る

中

項

山 口 県

を
中

の
項

か
ら

５
の

報

２別
ら

（号 外 ）

をの
項

を
５

中を省
働

を
３

を
「

」
に
改
め
、

同
部

の
項
の

中
「第

項
７

第
条

」
を
「第

項
８

第
条

」
に

め
、
同
項
の

を
同
項
の

と
し

同
部

の
項
の

中
「

。
と

第
条

７
第

」
に
、
「
○

」
を

「
○

」
を
「

○
」
に

項
７

第
条

４
第

と
し
、
同
項
の

中
「

」
を

「
○

」
を
「

○

と
し
、

の
項
を
９
の
項
と
し
、

ま
で
を
削
り
、
同
項
の

中

項
の

を
削
り
、
同
項
の

中
業

産
水
林

農
る

よ
に

獣
鳥

の
止

防
の
害

被
る

係
に

等

す
関
に

置
措
別

特
の

め
た

律
法

る
成

平
第

律
法

年
て

い
に

項
の

こ
下

以
。

号

行
施

の
）

。
う

い
と

」
法

務
事

る
す

関
に

）
項

５
防

害
被

）
項

５
第

権
可

許

。
と

こ
る

び
及

表
第
三
の
７
の
表
流
通
企
画
室

ま
で
を
削
り
、
同
表
農
業
経
営
課

「

費
療

医
援

支
立

自
医

院
通

神
精

と
し
、

の
項
を

の
項
と
し
、

の
項
と
し
、
７
の
項
か
ら
９
の
項

「

て
い

お
に

項
の

こ
下

以
。

」
法

「

針
方

施
実

策
施

用
雇

」
に
、
「

第
令

法

第
）

号
項

１
第

条

」
に

の
項
と
し
、
１
の
項
の
次
に
次
の

同
項
の

中
「

項
６

」
を
「第

項
７

第
条

」

改
め
、
別
表
第
三
の
８
の
表
道

、
同
部
８
の
項
の

中

）
項

３

」
を
「

）
項

３
第

条
７

第

「

○
」
に
改
め
、
同
項
の

改
め
、
同
表
水
産
振
興
課
の
部

項
７

第
条

４
第

「

」
に
改
め
、
同
項
の

を
同

」
に
改
め
、
同
部
中
８
の
項
及
び

の
項
を

の
項
と
し
、
同
表

「

ら
か

で
ま

」
を
削
り
、
同
項

「

外
以

項
事

る
げ

掲
に

」
を
「資

「
○

協
る
係

に
定

策
の

画
計

止
議

い
つ

に
項

事
譲

委
限

第
法

意
同

の
て

法

法
の

外
以

項
事

る
げ

掲
に

行
施

の

の
部
８
の
項
中
「

和
昭

第
律

法
年

の
部
４
の
項
中

を
削
り
、

。
る

限
に

の
も

る
係

に
療

）

」

別
表
第
三
の
６
の
表
商
政
課
の

ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
上
げ
、

。
う

い
と

」
を
削
り
、
同
項
の

項
６

第
条

８
第

」
を
「

策
対

用
雇

改
め
、
別
表
第
三
の
７
の
表
農

よ
う
に
加
え
る
。

」
を
「

」
に
改

に
改
め
、
同
項
の

中
「第

路
整
備
課
の
部
１
の
項
の

中

」
を

」
に
改

関
に
行

施
の

法
の

他
の
そ

す

を
削
り
、
同
部

の
項
の

２
の
項
の

中
「８

第
条

４
第

６
第
条

４
第

項

項
の

と
し
、
同
部
６
の
項
の

９
の
項
を
削
り
、

の
項
を
８

森
林
整
備
課
の
部
４
の
項
の

の

を
同
項
の

と
し
、
同
部

他
の
そ

令
命

の
還

返
の
金

」

「

○

関
に

○
条
４
第

○
第
条
４

○
す

。
号

」
を
削
り
、

か

を

と
し
、

を

と
し
、

に
改
め
、
同
部
中

の
項
を

部
中
５
の
項
を
削
り
、
６
の
項

同
表
労
働
政
策
課
の
部
６
の
項

中
「

画
計
本

基
策

対
用

雇

」

則
規

行
施
法

和
昭

労
年

林
水
産
政
策
課
の
部
中
２
の
項

改
め
、
同
項
の

中
「

第
項
２
第
２

の
条

第
、

ニ
号

を
「

」
に
改
め
、
同
項
中

中
「

す
理

管
の
団
公

路
道
本
日

る

を
「第

項
１

第
条

」
に
改
め

同
項
中

を

と
し
、

か
ら

定
指

の
域

区
画

計
市
都
準

）
項
３
第
、
項

等
別
表
第
三
の
８
の
表
建
築
指

第
項
４
第

３
の

ハ
号

」
を
「

第

第の
条

改
め
、
同
項
の

中
「第

の
条

「

請
申

の
可

認

」
を
「

項

等
議

協

」
を
「第

項
２

第
条

」
に

項

」
に
改
め
、
同
項
の

中
「

項
５
第
、

項
４

第

」
に
改
め
、
同

項
４

第
条

」
に
改
め
、
同
項
の

中
「第

項
１

第
条

」
を
「第

項
１

第
条

」
に
改
め
、
同
項
の

「第
項

２
第
条

」
を
「第

条

「第
項

２
第
条

」
に
改
め
、

第
項
４

第
３

の
条

ニ
号

」
に

を

と
し
、

か
ら

ま
で
を

道
県

」
を
「

路
道

速
高
理

管
社

会

、
同
表
都
市
計
画
課
の
部
１
の
項

ま
で
を

か
ら

ま
で
と
し
、○

１
第
２
の
条
５
第
法

導
課
の
部

の
項
の

中
「第

条

第
項

２
第

２
の

条

第
項
２

第
２

第
、
ハ

号第
、

ニ
号

項
１

第
９

の
条

」
を
「第

の
条

第

」
に
改
め
、
同
表
道
路
建
設
課
の

改
め
、
同
部
４
の
項
の

中
「

、
項

１
第

２
の

条
８

８
第第
、

項
３
第

項
の

中
「

請
申
の

条
９

第
法

中
「第

項
２

第
条

」
を
「第

項
１

第
条

」
に
改
め
、
同
項
の

中
「第

項
１

第
条

」
を
「第

項
３
第

、
項

２
第

」
に
改
め
、

同
項
の

中
「第

項
１

第
６
の

条

五

」
を
「

改
め
、
同
部

の
項
の

中
「

か
ら

ま
で
と
し
、
同
項
の

」
に
、
「第

項
１

第
２

の
条

の

中
「

」
を
「

」
に
改
め

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
項

２
第

２
の

第
、
ハ

号
条

第
項

４
第

３
の

条
ハ

号

」

第
項

４
第

３
第

ニ
号

項
１

」
に
改
め
、
同
項
の

部
１
の
項
の

中
「第

項
１

第
条

３
第

条

」
を
「第

項
４

１
第

条

」
を
「第

第
、

項
１
第

条

」
を
「

議
協

の
て
い

つ
に

第
法

項
２

第
条

」
に
改
め
、
同
項
の

中
「第

項
１

第
条

」
を
「第

項
１

第
条

」
に
改
め
、
同
項
の

同
項
の

中
「第

項
３
第

条

」

」
を
「第

項
１
第

７
の

条

」
」中 」、に 中 をに
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「と
し

る
げ

掲
に

欄
関

機
先

出
２

会
大
育

体
民

国
１

機
先

出

ー
ポ
ス

者
害

障
国

全
び
及

に
備

準
の

催
開

の
会

大
ツ

務
事

る
す

関

１

す
関
に
び
、
通
管
の
施

国
全

び
及

会
大

育
体

民
国

の
会

大
ツ
ー

ポ
ス

者
害

障

事
る

す
関

に
備

準
の

催
開
務

決
１ 考

す
関
む

含
実

て
競

事
、
は

印
○

の
欄

者
権

裁

ツ
ー

ポ
ス

者
害

障
国

全

務

関
に
備

準
の

催
開

の
会

大
催
開

務
事
る

す

所
会

員
委

行
会

大
国

全
国

こ
催

開
者

害
協

び
県

体
のと

表
第
三
の
９
の
表
を
別
表
第
三
の

ツ
ー

ポ
ス

者
害

障
・

体
国

会
大

会
大
育

体
民

国
１

類
種

事

び
及

国

第
法

項
１

第
条

」
を
「

協
び

及

、

か
ら

ま
で
を

か
ら

ま

に
為

行
発

開
う

行
が

等
国

議
協

る
す

関
第

法

第
法

、
項

１
第

２
の

条

て
い
お

に
項
４

第
２

の
条

第
法
る

す
用

準

が
模
規

）
項
１

第
２

の
条

開
の
上

ル
ト
ー

メ
方

万
１

が
模
規

の
も
る

係
に

行
発

は
関

の
発
開

の
満

未
万
１

あ
で

長
所
が

者
権

裁
決

、

場
会

、
備

整
の

設

き
と
る

及
泊
宿

交
び

及
送

輸
、

理

護
救
び

及
療

医
並

生
衛

び

に
特
が

長
課

。
と

こ
る

に
も

重
に

特
が
長

課

の
も

重

技

も
の

外
以
の

も
る
れ

さ
施

い
お

に
外

県

る
に

典
式

び
及

）
。

を
の

も
重
に

特
が

長
課

。
と

こ
以
の

も
重

に
特

が
長

課

の

分
区

の
務

事
の
欄

も
の

外

関
に

の
務

事
該

当
に

と
ご

定
決
の

策
施

的
本

基
る

す者
害

障
び

及
会

大
育

体
民

、
整

調
合

総
の

ツ
ー

ポ
ス

競
、

委
備

準
び
及

会
員

実

報
広

、
定
選

場
催

開
の

技

賛
及

金
募

、
動

運
民

国
、

ツ
ー
ポ

ス
障

国
全

に
び

並

る
す

関
に
備

準
の

の
会

大

課

の
も

重
に

特
が
長

課

。

の
外
以

の
も

重
に

特
が

長
も

の
表
と
し
、
別
表
第
三
の
８

る
れ

さ
掌

所
て

い
お

に
局

の
務

事

国
全

び
及

会
大

育
体

民 事

ポ
ス

者
害
障

議
第

法
項

３
第

、
項

１
第

条

で
と
し
、

の
次
に
次
の
よ
う

協
の

更
変

○
議
協

為 以 平

為
行

ル
ト

ー
メ

方
平

○
議

が
長
所

該
当

の

も
る
係

に

と
要

を
関
機

先
出
る
す
属

の
る
め
認
と
要

○
る
め
認認
と

要

○
る
め
認
と
要

○

示
を
者

権
裁

決

○
の

る
め

と
要

○
る
め
認
と

要

。
す

○
の

る
め
認

の
表
の
次
に
次
の
一
表
を
加
え

者
権

裁
決

知 副

事 知
項

者
権

裁
決

務

長 所

長 課

長 次 部

長 部

事

○
の
会
大
ツ
ー

」
に
改
め
、
同
項
中

を

に
加
え
る
。

出

。
す
示

所
務
事
木

土
○

関
機
先

六
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こ

附

則

の
訓
令
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

七



平
成
二

平
成
二
十
年
四
月
一
日
印
刷

発

十
年
四
月
一
日
発
行

発
行
所

山

口

県

庁

行
人

山
口
県
知
事

定
価
一
箇
月

金
二
千
七
百
円
（
送
料
共
）


